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株式会社 CRYPTOLAB

実証実験 報告日 2025/3/18

ブロックチェーンを基盤とした

仕事と介護の両立支援WEBサービス

先端テクノロジー・データ利活用ユースケース創出支援事業

事例報告書

1

（第４号様式）
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要約
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タイトル

１．想定ユーザーの抱える課題及び解決
⽅法
本事業での想定ユーザーは「介護課題を
抱える社員の離職増加が進む企業」と定
義、介護離職防⽌のための雇⽤環境整備
を⽀援する

２．実証実験等の実施内容
実証実験進める上で役割を定義

本事業で開発したサービスを、福祉マッチン
グサービス「カイゴノトリセツ」の名称で仮運
⽤を実施。

＜相談を⾏う企業側役割︓２パターン＞
・介護に直⾯する前の社員(40歳)
2名
・介護課題を抱える社員(50歳)
3名

＜相談に対応する有資格者＞
・介護福祉⼠
・社会福祉⼠
・相続診断⼠

実施に向けて、相談を⾏う側、相談を受け
る側の利⽤アカウントを発⾏し、各役割にて
システムを利⽤しマッチングを実施。

３．実証実験等の結果

福祉サービスのマッチングに関しては良好
（アンケート結果参照）

相談を⾏う側の年齢によっても。相談内容
の深刻さと時間(期間)の切迫差が、異なり、
提供すべきコンテンツを事例ごとに拡充が必
要。

今回の実験から、異なる観点での課題を抽
出。今後の最優先課題として取り組む計
画

４．今後の⽅針・展開

有識者に関しては、通常業務を抱えている
背景と、有識者側も⾼齢化が進んでおり、
相談者からの課題を絞り込む⼯夫が必要
の意⾒が出された。有識者の過去の事例
等を活⽤し、AIを活⽤した⼀次対応(振り
分け)を検討を進める。

今回の介護福祉に加え、相続に関する課
題も発⽣している。今後の検討とする。

会社名

ブロックチェーンを基盤とした仕事と介護の両⽴⽀援Webサービス

株式会社 CryptoLAb
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想定ユーザーおよび課題

• 課題内容
⼀般企業から介護施設への介護に関する相談を受けた際の、課題内容をまとめた資料(※)を以下に⽰す。

13, 6%
25, 12%

47, 24%

41, 21%

58, 29%

16, 8%

国の支援制度を知りたい まず初めに何をすればいいか どこの、誰に相談すればいいか？

介護経験者の話などを聞きたい 身内で介護を頼める親族がいない その他（金銭的な理由が多い）

※㈱ウエルシスパートナーズ 2022年調査

⾝内で介護を頼める親族がいない

どこの、誰に相談すればいいか︖

介護に直⾯した際の課題
国の⽀援制度を知りたい 13
まず初めに何をすればいいか 25
どこの、誰に相談すればいいか︖ 47
介護経験者の話などを聞きたい 41
⾝内で介護を頼める親族がいない 58
その他（⾦銭的な理由が多い） 16

＜真の課題＞
企業側の課題は、
「⾝内で介護を頼める親族がいない」の理由から
介護対応の為、離職する社員が増加している。

企業側としては、離職抑制の為、介護サービスを
福利厚⽣の⼀環として、社員をつなぎ留めたい。

介護による離職率を下げる取組を実現する。
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想定ユーザーの抱える課題及び解決方法

・想定ユーザーの対象
介護による社員の離職を課題として抱える企業を対象とします。

前⾴で述べた介護離職の「真の課題」である、介護問題を抱える社員が「⾝内で介護を頼める親族がいない」という状況に対し、
企業側の対策として、離職を抑制するための仕組みづくりを提案します。
具体的には、課題を抱える社員や従業員が相談できる窓⼝を福利厚⽣サービスとして設けることで、企業の課題解決を図ります。

＜課題解決全体イメージ＞

介護・福祉有識者各企業社員、従業員

・福利厚⽣サービスとして
相談窓⼝提供
・労働者に対する個別の
周知、意向確認

・システムを介し有識者とマッチング
・介護休業・介護両⽴⽀援制度等
に関する研修の実施

・地域性、個別課題に適応した
有識者相談相⼿

・介護・福祉課題を抱える社
員、従業員

・介護に直⾯する前の早い段
階(40歳等)での情報提供

サービス開発
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想定ユーザーの抱える課題及び解決方法
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ValueBase NFT Web3 プラットフォーム

EthereumPolygon

Web3ライブラリーWeb3ライブラリー
各ブロックチェーンへのつなぎ込み

インターネット

相談者

ブロックチェーン書込/参照

相談役

チャット、メッセージ

相談評価

・システム概要
カイゴノトリセツでは、課題解決の進め⽅として、有識者とのマッチング（チャット会話）が実施されます。
チャット会話の内容および有資格者への評価情報は、ウォレットアドレスを介してブロックチェーン上に記録されます。

社員、従業員 介護・福祉有識者

＜構成イメージ＞ ＜システム動作イメージ＞
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想定ユーザーの抱える課題及び解決方法

・福祉サービスマッチングサービス「カイゴノトリセツ」
企業側は、介護離職防⽌のための雇⽤環境整備として、福祉課題を抱える社員に対して、福利厚⽣として⽀援を致します。
カイゴノトリセツはこの⽀援をWebサービスとして提供致します。

解決⽅法として、福祉課題を抱えた従業員、社員から、システムの相談フローの沿って進めて頂きます。
＜相談フロー＞

１．システムログイン
→各企業が契約するログイン情報

２．初期操作
→介護学習動画ページで介護に関する学習

３．⾃⾝の現況把握
→掲⽰板⼀覧ページで類似事例を探す

４．⾃⾝の現況を理解された⽅
→有資格者⼀覧ページへ

⾃⾝の持つお悩みに応えてくれる有資格者を探す

５．運営に相談する
→マッチする有資格者がいない、どうしたらいいかわからない

場合など、運営へご連絡(相談)下さい

カイゴノトリセツ https://kaigo.help/
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実証実験等の実施内容

・実証実験の体制図
株式会社ウエルシスパー

トナーズ

CryptoLab横浜オフィス

・介護福祉⼠
・社会福祉⼠
・相続診断⼠ 相談役

介護・福祉有識者

相談者
介護課題を抱える⽅

パナソニック
リビング

CryptoLab仙台本社 システム運⽤

介護相談

相談応答

・50歳代 3名
・40歳代 1名

・40歳代 1名

相談者に関して、育児・介護休業法に基づく「介護離職防⽌のための雇⽤環境整備」において、下記の年代別に対応した取り組み
を、サンプルとして実施しています。介護課題を抱える⽅を対象に、以下のPoC（概念実証）を実施しています。

・ 介護に直⾯する前の早い段階（40代）での情報提供
・ 実際に介護課題を抱えている世代（50代）への⽀援

＜実証実験詳細＞

＜実証実験期間＞
2025年2⽉20⽇(⽊)〜 2025年2⽉28⽇(⾦)
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実証実験等の結果

・サンプル相談者の詳細
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実証実験等の結果

・サンプル相談者のアンケート結果
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実証実験等の結果

・サンプル相談者のアンケート結果
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今後の方針・展開

・システム⾯⽅針

・事業創出⽅針
(1) 法改正対応

育児・介護休業法 改正対応 令和7（2025）年4⽉1⽇施⾏の法改正に対し、本システムの導⼊により
企業側の対応(※)が可能となります。

法改正対応項⽬ 対応可否

介護休暇を取得できる労働者の要件緩和 ×

介護離職防⽌のための雇⽤環境整備 〇

介護離職防⽌のための個別の周知・意向確認等 〇

※社会保険労務⼠伊東事務所 ご⾒解

(2)広告実施
介護系インフルエンサーの起⽤を予定(2025年5⽉)
企業として、法改正対応が必須の背景から、拡販を
実施する。

(1)マニュアルの拡充
⽤語集、使い⽅を含め、マニュアル(動画)の拡充を実施する。
また⾳声のみで聞き流すコンテンツ拡充も並⾏準備を⾏う

(2)AI機能拡充
チャット機能をAIシフト実施を計画。
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今後の方針・展開

・隠れた課題
(1) 相談役の課題

実作業の中で、相談対応が必要な事から、時間のねん出が課題。

(2) 相談役のインセンティブ
相談対応を⾏う上で、時間の束縛が増加するのみで、インセンティブがほしい。

(1) 相談役の課題
⽇々のワークフローにて、資料の⼿作業が多い。
⼿書き報告書のデータエントリー、定型報告書の作業

→介護福祉に特化したAIエージェント開発を検討
ルーティン化された作業をAIが肩代わり、時間のねん出を実現する

(2) 相談役のインセンティブ

→ブロックチェーンを活⽤した、ポイント制導⼊を検討
本システムをステーブルコイン対応によりポイント制を実現する
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参考資料


